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3回⽬接種の対象者数（横浜市）
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※12歳以上の１・２回⽬接種実績を基にグラフを作成しています。



接種体制
ワク
チン

１・２回目

集団接種
市設置会場

最⼤で13ヶ所設置予定（約４万回/週)

個別接種
医療機関

約1,900ヶ所予定 (約13万回/週)

職域接種 (市内113ヶ所)
⾃衛隊⼤規模 (防衛省)

個別接種
医療機関

約1,600ヶ所 (最⼤約17万回/週)

⼤規模接種
横浜ハンマーヘッド

集団接種
市設置会場

最⼤33ヶ所 (約6万回/週)

フ
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イ
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※職域接種は会場数未定
※⾃衛隊⼤規模接種センターは現時点で国の⽅針未公表

３回⽬

モ
デ
ル
ナ

ワクチン供給に関する国の⽅針に基づく計画です。国の⽅針等に変更があった場合は計画を⾒直す可能性があります。

（大規模会場含む）



予約について

接種は事前予約制。
市で予約受付する医療機関・会場の予約は

市の予約専⽤ウェブサイト
または

予約センター（℡）
で⾏います。



予約枠を探しやすく

各接種場所の空き状況を整理して、
ウェブ上で情報提供

改善①

予約の空き状況が
わからない



予約を取りやすく改善②

・予約サイトでの予約枠数の増加
・各区役所の相談員を増員、代⾏予約実施

・予約がとりづらい
・ネットが使えない

（36⼈ → 90⼈予定）



３回⽬接種についての私⾒



 重症者を増やさない

通常医療を守るために

 重症化リスクの⾼い⼈の感染を減らす
しかし、最近になり、年齢の⾼い⼈ほど、
ワクチン2回⽬接種から６か⽉後の液性免疫は
下がりやすい傾向にあることがわかってきた

Levin EG et al. N Engl J Med. 2021 Oct 6
Kato H et al. medRxiv (preprint) 2021 Oct 30

たとえば、

そのために、



 ⾼齢者施設では多数の⼈が感染するリスク

通常医療を守るために

横浜市ではこれまでに

100以上の⾼齢者施設で

クラスター発⽣を確認



⾼齢者施設について、⾃治体の
判断による６か⽉の短縮接種を
例外的に認めてほしい

「本剤２回⽬の接種から少なくとも６ヵ⽉経過した後に
３回⽬の接種を⾏うことができる。」

薬事承認
（添付⽂書より）

「例外的に６か⽉に短縮した接種は可能」国の⾒解
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⾃治体主体のゲノム解析の体制強化を要請する国の⽅針 (2021/10/25) にも合致

• 新たな変異株を警戒し、発⽣を早期に
把握するための全ゲノム解析の体制を整備

新たな変異株発⽣の監視体制

https://www.mhlw.go.jp/content/000847276.pdf

• ⼤学（横浜市⽴⼤学、東京⼤学先端科学
技術研究センター）との連携



新たな変異株発⽣の監視体制

唾液サンプルから
新型コロナウイルス感染株の

RNAの抽出

新型コロナウイルス感染株の
RNAを対象とした

変異株スクリーニング

新型コロナウイルス感染株の発生状況の把握

新型コロナウイルス感染株の
全ゲノム配列の特定

既知変異株の
網羅的スクリーニング
（Alpha、Beta、Delta、
Epsilon、Gamma、Iota、
Kappa、Lambda、Mu株）

リアルタイムPCR法の実施

感染株の詳細な判定・
新規変異株の検出感染株の迅速判定

次世代シーケンスの実施

COVID-19患者からの
唾液サンプル収集

新型コロナウイルスのサーベイランス
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コロナ専⾨病院の開設

施設名︓横浜はじめ病院
病 床︓現在の確保病床 60床（許可病床数 85床）



• 令和3年9⽉中旬、横浜はじめ病院（休診中）を
候補として調査を開始

準備開始から開院まで
病院候補の調査

• コロナ専⾨病院の開設に向けた会合や諸⼿続
きを約２か⽉間重ねる



コロナ専⾨病院のMission

リスクの⾼い軽症及び中等症Ⅰの陽性患者への

早期治療（レムデシビル、ステロイド、

抗体カクテル療法 etc.）を

専⾨的に実施し、重症化を防ぐ



• 横浜市と、特定医療法⼈財団慈啓会(横浜はじめ病院
設置主体)、横浜市⽴⼤学の3者間で協定締結

• 重点医療機関の認定を受ける予定（神奈川モデル）

コロナ専⾨病院の運営体制
運営体制の整備

医療提供体制
• 横浜市⽴⼤学等が医師・看護師を常時派遣
• 横浜市Y-CERTが⼊院調整を管理
• 感染症対策専⾨家等による設備・運営の指導



病床数の拡充
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（120.6%）

更に中和抗体療法専⽤
30床を加えると856床
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Thank You


